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今月のおすすめ

山下永子専門研究員が､法政大学地域研究センター第９回 地域政策研究賞優秀賞を受賞しました！

日韓海峡圏研究機関協議会総会・研究報告会を行ないました！

お知らせ

   法政大学地域研究センター 地域政策研究賞とは、過去1年間に地域政策に関する研究・提言を行なった優れた図書や
論文等を公募し、選考の上、表彰するものです。受賞論文については、下記今月のおすすめ①へどうぞ！

　「日本は少子高齢化で縮んでいく。でも、もう成長しなくていいから、このままそこそこでいいんじゃない、幸福度指数
をあげてくこと考えようよ～」こんな声が聞こえてきて、どんより、まったりした空気が今の日本には滞留している。そんな
気がするのは私だけではないと思う。

福岡･韓国大田研究交流講演会を行ないました！

＊ご希望の資料がございましたら　ご連絡下さい。TEL:092-733-5707　FAX:092-733-5680　E-mail:library@urc.or.jp

受賞論文「地域間競争時代における自治体調査業務のあり方に関する研究-戦略的調
査の実施を提言する－」/山下永子専門研究員著
　 冒頭にお知らせした山下永子専門研究員の法政大学地域研究センター第９回 地域政策研究賞優秀賞受賞論文
で、本年３月に発行した研究紀要「都市政策研究　第１１号」４１ｐ～58ｐに掲載されたものです。この機会に、是非お読
みください。

　人口が減るから、生産力も低くなっていいのか？それは違う、古代の発想。グローバル化とICT技術が発達した世界
の中では、人口が減って生産力が落ちると、一気に国力が落ち、衰退の坂を転げ始めていく。だから、欧州など人口減
少を先に経験し始めた先進国は、様々な手をうってきた。先進国だけではない、アジアの他の国もすでに手をうってい
る。そして、その１つの大きな手が「移民受け入れ」である。
　この問題は、日本ではかなり物議をかもすテーマだ。しかし、本書を読めば明白なように、すでに、リアルな現象として
移民の定着は、顕在化した事実である。

人口激減－移民は日本に必要である－新潮新書435　毛受敏浩（めんじゅとしひろ）著
2011年9月20日　新潮社発行

　当研究所と韓国の(財)大田(テジョン)発展研究院は、平成23年2月に、学術・文化の
発展のため、研究・情報交流等を促進し、両研究機関相互の利益と競争力のある発
展に貢献できるよう、研究交流協定を締結しました。
　この度、(財)大田発展研究院の李昶基（イ・チャンギ）院長をお招きし、韓国･大田広
域市が平成23年6月にとりまとめられた「2030 大田のビジョンと戦略」について、９月２１
日講演会を開催しました。

　日韓海峡圏研究機関協議会は、北部九州と韓国南部で活動する11のシンクタンク
で構成されている組織です。
　このたび、１０月５日水曜日、第18回目の総会・研究報告会を当研究所の担当で、第
５回都市セミナーと兼ねて行ないました。唐池恒二・ＪＲ九州代表取締役の基調講演の
ほか、日韓海峡圏の観光交流と、近年、海峡圏地域に共通して活発化する中国との
観光交流に焦点をあて、日韓のシンクタンク２機関ずつが研究報告を行い、当研究所
から新井直樹研究主査が「日韓海峡圏のクルーズ観光と中国人旅行者の動向」を発
表しました。

＊ 利用案内/場所：福岡市役所北別館６Ｆ開室：月曜日～金曜日 10:00～17:00*月末業務日はお休みです。

*福岡市役所１階の情報プラザで本が返せます。専用の返却ポストに入れてください。平日はもちろん、土・日・
祝日も朝９時から夜８時までＯＫ！

　グローバル化された社会では、多様性と多文化が、環境や経済など世界規模の問題を解決し、未来を拓く唯一の
キーワードになると私は思っている。そして、移民は、その１つの手段である。毛受氏は、国際交流研究、実践の国内第
一人者だ。当研究所の「アジア政策の過去・現在・未来」にも多く貴重なアドバイスをいただいた。移民が唯一の選択で
はないと思うが、今、あらためて「移民とはなにか」をきちんと理解することは必要なことと考える。そういった意味で、本
書は、これからの日本、福岡を考えていくうえで、有用かつ実践的な知見を与えてくれる。

　福岡市は幸いなことに、あと25年は人口横ばいで、大きく縮むことはない。でも九州の人口は1300万人から1100万人
に減る。九州の活力で維持できている福岡の活力が落ちていくのは目に見えている。例えば、福岡から学生がいなくな
る。。。


